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造
ら
れ
た
地
域
に

想
い
を
馳
せ
な
が
ら

地
酒
を
愉
し
む

新潟青陵大学で教員を務め
る傍ら、「きき酒師」「日本酒学
講師」の資格を取得。新潟在
住の女性を対象とした日本酒
会「にいがた美醸」を主宰。新
潟が誇る日本酒の素晴らしさ
を多くの方に広めている。

日本酒学講師

村山和恵氏
（日本酒学）

―
―
銘
酒
を
醸
し
続
け
る
、
上
越
・
妙
高

の
地
域
性
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
上
越
・
妙
高
は
き
れ
い
な
水
や
米
造
り

に
恵
ま
れ
た
土
地
、
気
候
な
ど
自
然
が
育

ん
だ
素
晴
ら
し
い
土
壌
が
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
地
域
性
か
ら
吉
川
杜
氏
な
ど
酒
造
り

の
技
術
者
集
団
が
輩
出
さ
れ
、
酒
博
士
・

坂
口
謹
一
郎
氏
が
誕
生
し
、
さ
ら
に
酒
造

り
の
文
化
が
発
展
し
た
と
思
い
ま
す
。

―
―
淡
麗
辛
口
と
言
わ
れ
る
新
潟
の
酒
に

お
い
て
、
上
越
の
酒
が
甘
口
と
言
わ
れ
る

理
由
は
？

　
お
酒
の
味
は
地
域
の
食
文
化
と
密
接
な

関
わ
り
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
上
越

に
は
雪
国
な
ら
で
は
の
保
存
食
文
化
が
あ

り
、
魚
の
珍
味
や
笹
ず
し
な
ど
が
こ
の
エ

リ
ア
の
名
物
で
す
。
妙
高
市
の
『
か
ん
ず

り
』
も
保
存
性
の
あ
る
発
酵
食
品
で
す
。

保
存
す
る
た
め
に
は
塩
分
強
め
の
濃
い
味

付
け
が
不
可
欠
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
お

酒
も
し
っ
か
り
し
た
味
わ
い
の
濃
い
目
の

甘
口
が
求
め
ら
れ
た
と
い
え
ま
す
。

―
―
上
越
・
妙
高
で
注
目
し
て
い
る
酒
蔵

や
商
品
は
？

　
ど
の
蔵
元
も
高
い
技
術
力
で
品
質
を
保

ち
な
が
ら
個
性
を
打
ち
出
す
工
夫
を
し
て

い
ま
す
。『
ス
キ
ー
正
宗
』
で
知
ら
れ
る

上
越
市
の
武
蔵
野
酒
造
の
『
ス
ノ
ボ
正

宗
』
は
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
遊
び
心
が
楽
し

い
。
上
越
市
柿
崎
区
の
頚
城
酒
造
は
『
越

路
乃
紅
梅
』
を
は
じ
め
、
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ

ン
が
素
敵
で
す
。
秋
限
定
の
『
秋
刀
魚
と

呑
む
越
路
乃
紅
梅
』
は
秋
刀
魚
の
塩
焼
き

に
合
わ
せ
た
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
の
ペ
ア
リ
ン

グ
も
網
の
上
に
乗
っ
た
3
本
の
秋
刀
魚
を

描
い
た
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
も
ユ
ニ
ー
ク
。

妙
高
市
の
鮎
正
宗
酒
造
の
『
ス
イ
ー
ト

フ
ィ
ッ
シ
ュ
』
は
低
ア
ル
コ
ー
ル
の
甘
口

発
泡
酒
で
、
日
本
酒
に
慣
れ
な
い
女
性
に

も
飲
み
や
す
い
新
し
い
感
覚
の
日
本
酒
で

す
。
ま
た
、
上
越
・
妙
高
の
酒
販
店
が

タ
ッ
グ
を
組
ん
だ
『
酒
ら
ぼ
』
で
は
地
元

の
蔵
元
と
協
力
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を

販
売
し
て
い
ま
す
。
今
年
で
販
売
6
年
目

と
な
る
『
鮎
正
宗
シ
ダ
ー
カ
ス
ク
』
は
鮎

正
宗
を
杉
樽
で
仕
込
み
、
清
々
し
い
木
の

香
と
と
も
に
楽
し
む
、
斬
新
な
商
品
で
す
。

―
―
上
越
・
妙
高
に
は
15
の
蔵
元
が
あ
り
、

地
酒
の
種
類
も
豊
富
で
す
ね
。

　
こ
の
エ
リ
ア
は
広
域
で
海
も
あ
り
、
山

も
あ
り
、
地
域
の
特
徴
を
活
か
し
た
蔵
元

ご
と
の
多
彩
な
味
を
楽
し
め
る
の
が
魅
力

で
す
。
妙
高
市
の
君
の
井
酒
造
は
新
潟
で

は
希
少
な
山
廃
仕
込
み
（
昔
な
が
ら
の
手

間
暇
か
け
た
作
り
方
で
酵
母
を
繁
殖
さ
せ

る
た
め
時
間
が
か
か
る
が
深
い
旨
み
が
あ

る
）
が
得
意
な
蔵
で
す
。
な
か
で
も
、『
山

廃
純
米
吟
醸
』
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
旨

み
を
持
ち
な
が
ら
も
後
味
は
軽
や
か
な
キ

レ
が
あ
り
、
上
品
に
ま
と
ま
っ
た
味
わ
い

で
す
の
で
、
山
廃
は
重
く
て
ク
セ
が
あ
る

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
の
方
や
、
初

め
て
山
廃
を
飲
む
人
に
も
お
す
す
め
し
た

い
で
す
。

―
―
村
山
さ
ん
が
お
酒
を
飲
む
と
き
は
ど

の
よ
う
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
か
？

　
ま
ず
は
自
由
に
楽
し
む
こ
と
。
そ
の
日

の
気
分
で
お
酒
を
選
び
、
必
ず
料
理
と
合

わ
せ
ま
す
。
一
緒
に
味
わ
う
こ
と
で
お
酒

も
料
理
も
お
い
し
く
な
り
ま
す
。
器
で
季

節
感
を
演
出
す
る
の
も
良
い
で
す
ね
。

―
―
お
す
す
め
の
お
つ
ま
み
は
？

　
私
は
秋
田
生
ま
れ
な
の
で
『
い
ぶ
り

が
っ
こ
』
を
常
備
し
て
い
ま
す
。
ク
リ
ー

ム
チ
ー
ズ
を
添
え
る
と
お
い
し
い
で
す
。

『
い
ぶ
り
が
っ
こ
』
の
旨
み
と
塩
味
は
上

越
・
妙
高
の
お
酒
と
も
相
性
が
良
い
と
思

い
ま
す
。『
か
ん
ず
り
』
や
上
越
名
物
の

『
す
る
て
ん
』
も
好
き
で
す
。
地
酒
に
は

地
域
の
食
や
歴
史
、
文
化
が
凝
縮
さ
れ
て

い
る
の
で
地
域
の
食
と
合
わ
せ
る
の
が
一

番
良
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
お
酒
が
造
ら

れ
た
地
域
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
飲
む
こ

と
で
深
み
も
増
し
ま
す
。
贅
沢
に
地
酒
を

味
わ
う
な
ら
実
際
に
蔵
元
へ
出
向
き
、
郷

土
料
理
を
食
べ
、
そ
の
土
地
の
空
気
を
感

じ
な
が
ら
飲
む
の
が
一
番
!!
　「
だ
か
ら

こ
う
い
う
味
の
お
酒
が
で
き
る
ん
だ
」
と

腑
に
落
ち
ま
す
。
ぜ
ひ
地
元
の
お
酒
の
素

晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し
な
が
ら
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

地
域
の
食
文
化
が

も
た
ら
し
た
甘
口
の
酒

地
酒
と
郷
土
料
理
の

お
い
し
い
ペ
ア
リ
ン
グ

わ
く
わ
く
さ
せ
て
く
れ
る

個
性
豊
か
な
地
酒
た
ち

Tas te  t ha t  weaves  t echn ique
and  b l e s s i ng  o f  na tu re

技と自然の恵みが
織り成す味

上越・妙高の日本酒

インタビューに応じる村山和恵さん

上越名物「するてん」かんずりの雪さらし
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上越の酒蔵
うまい酒を醸す

竹田酒造店

手を抜かないこと…
それが竹田の酒造り

　1866年の創業当初から今もなお看板銘柄と
して親しまれる『かたふね』が、世界的権威のあ
る品評会、IWC（インターナショナル・ワイン・
チャレンジ）SAKE部門・本醸造の部で、2019
年、1,500銘柄の日本酒の中、最高賞でもある、
トロフィー賞を受賞。トロフィー賞を受賞したの
は4年ぶり3度目の快挙となる。代表の竹田さん
は、「酒造りで最も大切にしていることは、“手を
抜かないこと”。一つ一つの作業を丁寧に進める
ことが基本となり、常に自分の目で見て、体全体
で感じて、酒と向き合い続けています。すべてを
機械に任せることもできますが、自然を相手に造
られる酒は豊かな経験が必要とされます。“おい
しいお酒だね”、というお客様の喜ぶ顔を思い浮
かべながら、『かたふね』らしさを追求していきま
す」と語る。

Tel.025-534-2320
おすすめの3本

かたふね
特別本醸造

1800ml／2,335円
720ml／1,168円
※税別

世界で最も受賞が難しいと
される「IWC SAKE部門」で
2013・2015・2019年に
本醸造の部で最高賞受賞
作。深みのある味わいとキレ
の良いのど越しが特徴。世
界を魅了した一本

かたふね
はなじかん

500ml／2,000円
※税別

味わい、製法ともに究極の
『かたふね』を目指した純米
吟醸酒。米の甘い香りをま
といつつ、口に含めばまるで
アイスワインの味わい！ 新
たなる世界へと踏み出した
逸品

1800ml／3,800円・720ml／1,900円 ※税別

米と米麹だけで作られた純米吟醸は、濃厚芳醇で力強い味
わいが印象的。マスカットのような香りに加え、米の優しい
甘みと酸味のバランスが絶妙だ。肉料理との相性は抜群！

かたふね
純米吟醸

上越市大潟区上小船津浜171
酒蔵見学/11月～2月頃（要予約）
受付時間/13：00～16：00　定休日/不定休

　全国的に知名度の高い、看板銘柄
『雪中梅』の蔵元。創業は1897年。江
戸時代には糀屋を生業とし、遠く信州
まで販路を拡げたと伝わる。そんな先
人の記憶もあり、今も本醸造以上の酒
は全て「蓋麹法」、普通酒や純米酒は
「箱麹法」と伝統的な麹造りを行う。温
度、衛生管理、道具の手入れなど細か
い気配りと忍耐が必要な作業だ。敷地

内の裏山を水源とする超軟水の井戸水
と地元産の酒米、手作りの麹で酒を醸
している。2020年6月、ソムリエや醸造
家など、女性のみが審査員を務める、第
14回フェミナリーズ世界ワインコン
クールがフランスで開かれ、日本酒部
門の純米酒部門で『雪中梅 雪中貯蔵
純米原酒』が最高賞の金賞を受賞。新
たなる金字塔を打ち立てた。

手間暇を惜しまない伝統的な酒造り

上越市三和区塔ノ輪617
酒蔵見学/なし
定休日/日曜、祝日（4～9月は土・日曜、祝日）

丸山酒造場
Tel.025-532-2603

おすすめの2本

純米吟醸
美守
(ひだもり)

720ml／2,200円
※税別

塔ノ輪地域の圃場で採
れた酒米だけで醸す純
米吟醸は、仕込み水の軟
らかさが感じられる微辛
口。味の余韻が長く、香り
は穏やか。焼き鳥、ブリの
刺身などとよく合う

雪中梅
雪中貯蔵
純米原酒

720ml／1,800円
※税別

豪雪地・上越市安塚区
の雪室で3カ月以上熟
成。雪中貯蔵による絹の
ような滑らかな舌触りと
喉越しが特長。フルー
ティな香りで飲みごたえ
のある旨口酒

　江戸で修行をした創業者が高田の
地に戻ることになり、江戸の武蔵野周
辺の酒蔵から酒株の一部を譲り受け、
創業したのが武蔵野酒造の命名の始
まりと言われている。資料が残っていな
いため詳しい創業年は不明だが、前経
営者が引き継いだ1916年を創業年と
している。モットーは「飲み飽きしない
酒造り」。原料は上越市の米と水にこだ

わり、奇をてらわず基本に忠実な酒造
りを行う。昭和2年には日本スキー発祥
の地、高田を広めようと『越山正宗』か
ら『スキー正宗』へと改名。外来語が制
限された戦時中は同じ読み方で『寿亀
（スキー）正宗』を名乗っていた。現在で
も「カタカナ銘柄」の酒は全国的にも珍
しい。高田地域を愛する想いが感じら
れる一本だ。

郷土愛に溢れた「カタカナ銘柄」

上越市西城町4-7-46
酒蔵見学/通年（要予約 ※現在、新設工事中のため休み。
11/16㊊から再開予定）
見学時間/9：00～16：00　定休日/土曜、日曜、祝日

武蔵野酒造
Tel.025-523-2169

おすすめの2本

スキー正宗
復刻版

720ml／1,150円
※税別

穏やかな香りと飲み飽き
しない飲み口が特徴のお
酒。味わいは、お米の甘
さを感じることのできる
やや辛口から旨口。昭和
30年代のレトロラベルが
どこか懐かしい

寿亀正宗
純米大吟醸

720ml／2,600円
※税別

第二次世界大戦中、わず
か3年間だけ使われてい
た漢字表記の銘柄を令和
元年に復活。華やかな香
りとスッキリとした飲み口
が特徴だ。縁起の良い名
前で贈り物にも適している

スキー

上越市  酒蔵一覧

 加藤酒造
上越市吉川区下深沢233-1　Tel.025-548-3765

醸吟大米純 窮無 ： 柄銘表代

 上越酒造
上越市飯田508　Tel.025-528-4011

 ： 柄銘表代 越の若竹 普通酒

 妙高酒造
上越市南本町2-7-47　Tel.025-522-2111

 ： 柄銘表代 純米大吟醸 妙高山

 頚城酒造
上越市柿崎区柿崎5765　Tel.025-536-2329

 ： 柄銘表代 越路乃紅梅 特別本醸造

 田中酒造
上越市長浜129-1　Tel.025-546-2311

 ： 柄銘表代 黒松 能鷹

 よしかわ杜氏の郷
上越市吉川区杜氏の郷1　Tel.025-548-2331

 ： 柄銘表代 天恵楽 純米吟醸酒

 小山酒造店
上越市大潟区土底浜3627　Tel.025-534-2022

 ： 柄銘表代 越後自慢 特別本醸造

 代々菊醸造
上越市柿崎区角取597　Tel.025-536-2469

醸吟米純 川田吟 ： 柄銘表代

※都合により、一部掲載されていない酒蔵があります







上
越
・
妙
高
地
域
の
人
気
ベ
ー
カ
リ
ー
が
オ
ス
ス
メ
す
る
パ
ン
を
ご
紹
介
。

見
た
目
も
か
わ
い
い
パ
ン
の
数
々
は
手
土
産
に
も
最
適
で
す
!!

地
元
の
愛
さ
れ
パ
ン
を
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
!!

●上越市本町2-1-10
Tel.025-524-5543
7：30～18：00
日曜、祝日定休
駐車場3台

昔
懐
か
し
い
味
わ
い
の
調
理
パ
ン

　創業48年の昔ながらの町のパン屋。最近では
珍しい対面式スタイルでパンを販売。ショーケー
スには総菜パンから菓子パンまで幅広くラインナッ
プ。『ツナサンド』は、サクサクのパンにオニオンスラ
イス、キュウリの千切り、ツナを和えたサラダをサン
ド。シャキシャキとした食感が堪らない！

リスドール
 

｜ ツナサンド　210円 ｜

●上越市南高田町3-1
Tel.025-524-7805
9：00～18：30
日曜、月1回月曜定休
駐車場4台

世
代
を
超
え
親
し
ま
れ
る
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド

　創業96年の老舗店。極力添加物を使用せず、手
作りにこだわったパン作りを行う。『小竹のサンドパ
ン』はひとつひとつ手作業で製造。もっちりふんわり
食感のコッペパンと、甘さ控えめの特製ホワイトバ
タークリームは唯一無二の味わい。老若男女問わ
ず愛され、地域の生活に密着したテッパンおやつ。

小竹製菓
こたけせいか

｜ 小竹のサンドパン　140円 ｜

●妙高市大字猪野山120-8 
道の駅あらい内
Tel.0255-72-2404
9：00～17：00
木曜定休
駐車場共有

も
っ
ち
り
食
感
と
や
さ
し
い
甘
み
が
ク
セ
に
な
る

　「道の駅あらい」内にある人気のベーカリー。
『跳ね馬パン』は妙高山をイメージした山型食パ
ン。県産コシヒカリの米粉を使用しており、噛めば
噛むほど米の甘みを感じられる。ふんわりもちもち
の食感で、トーストはもちろん、購入当日ならその
ままちぎって食べてもおいしい。

カフェ＆ベーカリー パトラッシュ
　

｜ 跳ね馬パン　432円 ｜

●妙高市大字田口323-36
Tel.0255-86-2117
9：00～18：00
水曜定休
駐車場3台

ラ
イ
麦
サ
ワ
ー
種
使
用
の
田
舎
パ
ン

　創業昭和9年、妙高高原の小さな菓子店。毎週
土曜限定でパンを製造販売。一番人気の『パンド
カンパーニュ』は、ライ麦とほんのりと香るライ麦サ
ワー種が特徴。フランスのゲランド塩を使用し、長
時間低温発酵で焼き上げた。生ハムやベーコン、
サラダのオープンサンドで食べるのがおすすめ。

お菓子のやまきん モンスメール
おかしのやまきん モンスメール

｜ パンドカンパーニュ　486円 ｜
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